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１ 園の経営目標 
・一人一人の子どもの人権や主体性を最大限に尊重し、養護と教育を一体的に提供する。 

・子どもたちの健やかな成長のために、自らの保育を振り返り学びあう保育者を育成する。 

・保護者と地域に寄り添い、地域の子育てを支える拠点としての役割を果たす。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは、主体的に園庭や室内、共有スペースなどで遊び、友達と一緒にやりたいことを見

つけ、自分たちで考えたり工夫したりしながら充実して過ごしている。 

・保育者は日々の保育内容を省察し、子どもの姿に合わせて環境を整え、子どもたちの主体的な遊

びを保障するために学び合うことができるようになっている。 

・一時保育や園見学等、地域向け事業の利用者は安定して増え続けている。 

・ＩＣＴを活用し、日々の園生活の様子を写真と共に発信し続けたことにより保護者の理解や信頼 

度が増してきている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 

子どもの主体的な遊びを保障する中で、一人一人の発達や興味・関心に
合わせた遊びの環境を整え健全な心身の発達を促します 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもたち一人一人の興味、関心 
に合わせた遊びの環境を考えた
り工夫したりする。 

・子どもからの発信を受け止めながら、子どもの要求と発達
のバランスを捉え、必要な環境設定を行う。 

・教材や玩具の選択、遊びの提示の仕方についての研究を継
続して行っていく。 

・一人一人の子どもの発達や個性に
合わせた安全な保育を実施する。 

・子どもの主体的に遊ぶ姿をよく観察することにより、一人
一人の発達や行動の特性を理解し、子どもに合わせた安全
保育を実施する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 

職場の同僚性を高め、子どもの心情や発達に応じた保育をチームで展
開します 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・多角的に子どもの姿を捉え、柔軟 
な保育をチームで展開する。 

・自らの保育を省察しながら保育者同士が対話することによ
り、様々な角度から子どもの姿を捉え、一人一人の発達や
心情に応じた保育を実践していく。 

・主体的に課題に取り組む職員集団
を育成する。 

・個々の職員が、専門性の向上や危機管理等、自己の課題を
意識し解決への意欲を高めていく。 

・互いに支え合いながら共に考え、解決を見出そうとする職
場風土を構築する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保護者や地域に保育内容を積極的に発信し、地域全体の子育てを支援
します 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・ICT を活用し、毎日の保育内容 
を保護者に積極的に発信する。 

・ICT を活用し、日々の保育内容の配信を行う。毎日、積極
的に園の様子を知らせていく。 

・保育資源を積極的に提供し、地域 
の保育の質向上に貢献する。 

・保護者が来園する機会を増やすと共に園舎を積極的に開放
し保護者同士が交流する場としての役割を果たしていく。 

・一時保育や園庭開放、施設公開等を実施し、園の持つ保育
資源を地域に積極的に提供する。 


